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土
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合
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昭
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六
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一
O
市
道
新
設
事
業
費

回
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一
於
い

て
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一
町
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米

一
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の
に
対
し
、
市
発
足
以
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コ
ニ

O
道
路
縦
持
修
料
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一
ヶ
年
に
於
い
て
総
額
約
二
億
円

一

六
百
五
拾
万
円

-
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一に
濯
す
る
事
楽
が
施
行
さ
れ
て
一

O
終
回
並
び
に
魚
津
港
事
業
費

4
町
一
い
ま
す
。

一

参
千
王
百
五
拾
七
万
円

一
こ
の
事
業
の
内
容
を
芯
べ
ま
す
一

南
防
波
堤
六
四
米

.
と
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
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延
長
六
冗
米

(な

お

災

害

復
旧
工
事
に

つ

い
て
は
本
年
十

一
月
現
在
で

総
事
業
費
の
七

O
%
の
進
歩

合
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ν

魚
津
市
の
建
設
事
業

と
将
来
の
計
画

一
、
新
図
道
八
探
検
一の
実
現

方
促
進

魚
津
市
内
を
通
す
る
現
在
の
国

道
は
せ
ま
く
，
そ
の
上
曲
り
く

ね
り
が
ひ
ど
く
、
殊
に
角
川
左

岸
寄
り
の
如
き
は
一
方
変
通
で
、

漸
〈
道
路
の
使
命
を
果
し
て
居

る
有
縦
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市

と
し
て
は
、
新
し
い
国
道
八
号

線
の
実
現
に
つ

い
て
、
か
ね
て

か
ら
力
な
入
れ
促
進
に
努
力
し

ず
来

た
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
い

最
?
川
県
uM
び
に
政
設
省
に
於
い

て
も
.

こ
の
新
国
道
は
、
交
活

商
は
か
り
日い
な
く
、
魚
津
市
郡

南
計
一日
の
恨
件
ゃ

な
し
て
桁
る

一十
れ
な
も
却
併

忘
れ
て
.
来
年
度

第
四
回
婦
人
大
学
開
講 魚津市下村木町

中越印刷魚津工場

に
な
ん
と
か
着
工
し
た
い
と
の

意
向
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

て
市
道
の
新
設
及
び
改
亘

市
道
の
新
設
や
改
良
は
‘
経
済

と
産
業
開
発
に
最
も
価
値
の
あ

る
も
の
を
え
ら
ん
で
実
施
し
ま

し
た
が
、

殊
に
魚
津
市
は
地
形

の
関
係
か
ら
、
谷
に
沿
う
て
縦

に
は
し
る
幾
条
も
の
道
路
が
あ

る
け
れ
ど
も
.
こ
れ
を
械
に
連

絡
す
る
道
路
は
、
殆
ん
ど
皆
無

な
の
で
.
摘
断
道
路
の
早
期
実

現
は
最
も
緊
安
と
思
わ
れ
、
こ

れ
が
実
現
に
意

そ
用
い
て
来
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
竣

工
致
し
ま
し
た
早
月
川
筋
と
、

角
川
筋
を
結
ぶ
内
合
ト
ン
ネ
ル

の
完
成
は
、
其
の
一
環
な
な
す

も
の
で
あ
り
.
今
後
一
層
こ
れ

が
突
現
か
期
す
る
計
画
で
あ
り

叶
d
J
Uノ

一
、
都
市
計
画
と
街
路
の
実
施

昭
和
十
年
旧
魚
津
町
を
中
心
と

し
た
一
部
の
都
市
計
画
が
出
来

て
居
た
が
、
新
し

い
国
道
八
号

線
の
計
闘
が
開
始
さ
れ
た
の

で
‘
市
と
し
て
は
こ
の
新
ら
し

い
国
道
八
号
線
を
根
幹
と
し
た

広
範
な
都
市
計
画
を
樹
立
し
.

今
こ
れ
に
基
い
て
実
施
中
で
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
か
ら

見
て
、
新
に
念
を
要
す
る
も
の

は
.
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津
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ベ
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魚
津
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線
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設
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八
幡
橋
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早
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縞
へ

出
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方
早
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線
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り
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て
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定
例
市
議
会

三
十
年
度
予
算
可
決

一
万

一
千
余
坪
の
区
画
整
理
は

一
事
唯
一
言
早
く
完
成
す
る
よ
う
現

一
在
事
務
的
な
仕
事
を
着
々
借
地
め

一
て
居
り
ま
す
が
.
計
聞
の
概
嬰

一
を
述
べ
ま
す
と
・
駅
の
表
に
一
一
一

一
千
平
方
米
程
度
の
広
場
を
設

一
け
、
巾
二
十
米
乃
十
六
米
の
至

一
正
面
道
路
を
・
横
の
方
向
に
・

一
巾
員
十
二
米
遁
路
を
築
造
し
、

一

常
川、
北
山
地
先
の
徳
一
問
状
況
一

駅
裏
に
も
三
千
平
方
米
程
度
の

一

l
i
l
t

一
広
場
-V
一設
け
、
十
六
米
の
正
面

一

道
路
・
を
築
造
し
駅
の
表
及
び
裏

一

共
こ
の
道
路
を
基
本
と
し
て
、

一

更

に

縦
.
械

に
区
画
整
理
を

一

配
し

整

理

し
た。

区
画
劉
と
一

な
る
宅
地
の
大
さ
を
適
正
化
し

一

て
.
通
風
、
採
光
.
日
照
り
時

一

の
条
件
を
良
好
に
し
て
道
路
水

一

路
等
の
改
廃
公
悶
絞
地
の
理
想
一

的
時
保
や
之
に
伴
う
椀
設
又
は
一

空
前
の
大
豊
作

一

実
議
集
荷
三
万
二
千
石

工
事
を
施
す

こ
と
に
な
っ
て
お

一

♀上は奥平沢〈牛首川〉

7.1災害当時

の
内
、
北
寄
り
の
半
分
は
貨
物

一
た
て

L
居
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

舶
、
南
寄
半
分
は
ぬ
舶
の
泊
地

一
て

公
園
緑
地
計
画

と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
漁
船

一
将
来
魚
部
市
人
口
の
自
然
組
加

の
大
型
化
に
伴
い
、
港
内
は
日

一
新
工
場
の
準
出
を
考
え
る
と

増
に
せ
ま
く
な
り
、
こ
れ
が
解

一
き
、
緑
地
計
図
は
非
常
に
緊
要

決
策
と
し
て
.
角
川
尻
に
補
助

一
と
な
っ

て
来
て
居
る
の
で
あ
り

真下は復旧の現況、J

ま
す
。
そ
こ
で
.
自
然
を
取
入

り
れ
た
大
会
閣
と
し
て
は
、
松

倉
の
鹿
熊
城
跡
を
中

心
と
し
た

鹿
傾
城
跡
公
園
、
上
の
力
関
山

を
中
心
と
し
た
閉
山
会
閤
.
天

神
の
天
神
山
を
中
心
と
し
た
天

神
山
公
図
‘
早
月
川
河
口

か
ら

=
一ケ
の
松
原
へ
か
け
て

の
海
岸

会
闘
が
計
附
さ
れ
て
応
り
、
児

町
民
公
闘
と
し
て
は
、
経
旧
.
旧

魚
津
.
下
中
島
に
夫

々
五
百
坪

乃
至
一

千
坪
程
度
の
も
の

が
計

四
さ
れ

て
い

2
す
が
、
其
の

内
旧
魚
津
児
童
公
悶
一

ケ
所

は
、
来
年
夏
頃
ま
で
に
は
実
現

す
る
こ
と
に
な
っ
て
居

り
ま

す
。
将
来
は
.
更
ら
に
北
ア
ル

プ
ス

に
つ
な
が
る
毛
勝
山
の
観

光
ル

l
ト
も
計
画
し
、
観
光
客

誘
致
も
考
え
て
い
ま
す
。

一
、
魚
津
騒
周
辺
土
地
区
画
整

理
埋
没
林
博
物
舘
に
指
定

魚
津
騨
を
中
心
と
し
た
十

り
ま
す
。
将
来
は
更
に
駅
表
と

駅
契
と
を
地
下
道
で
結
び
円
滑

な
都
市
の
発
展
を
計
り
た
い
と

思

っ
て

い
ま
す
。

以
上
控
設
卒
業
と
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
広
大
な
地

域
と
天
与
の
条
件
に
恵
ま
れ
ま

し
た
当
市
の
建
設
を
思
う
時
寒

に
洋
々
と
し
て
容
易
に
尽
く
せ

な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
期
待
を
大
き
く
も
つ
℃
よ
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

大
漁
の
魚
津
浜

ま
ぐ
ろ
約
一

万
沢
干
貰
水
揚
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一
に
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い
o

こ
の
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罪
は

一
な
f
に
充
分
注
意
し
て
あ
や
ま

立

郡

諮

問

締

総

出

撃

宗

一

歳

表

傘

犯

)

閣

哲

一

党

日

刊

誌

一
語

配

川

叫

万

一
日
唱
さ
な
い
よ
よ
し
て
下

す
o

こ
の
熱
を
満
遍
に
出
さ
一

v

~

欠
点

3Hf・
-
u
u
3
1
1
1
5・
3
3
5
J
T
L
一
の
人
相
、
特
徴
な
ど
に
注
意
し

一
ま
す
か
ら
、
く
れ
そ
も
注
意

一

@
そ
の
他
犯
罪
の
防
止
に
は

計

竹

川

に

積

み

替

え

が

必

一

|

防

犯

心

得

リ

一

日

一

」

ト

問

軒

喰

へ
届

け

寸

前

抗

日

γ
リ
ス
ス
マ

一間

封

殺

お

は

以

な
い
で
ま
く
山
い
一
山
一
今
年
も
冷
た
い
師
走
の
風
に
一
す
o

正
月
を
目
の
前
に
し
て
一
一
寝
る
前
に
も
う
一
度
戸
締
り
の
一
@
弐
に
歳
未
に
多
い
犯
罪
は

一
ゃ
忘
年
会
、
大
売
り
出
し
な
ど

一
し
い
の
で
・
例
年
実
市
を
順
っ
一

時

代

日

ト

枯

れ

の
菌
一
の
っ
て
あ
わ
た

r
し
い
年
の
瀬

一寸
の
不
妥
か
ら
還
に
狙
わ
一
状
況
を
、
確
め
る
よ
う
に
し

て

豆

、

室

、

ス

;

引

‘

一月

刊

が

三

池

山

尚

一れ

わ

れ

区

民

比

一

九

f
ゑ

を
ま
き
も
ら
し
て
い
る
事
に
一

υ一
訪
日
付
札
山
川
い
崎
注

目
川
九
日
付

γ一
一
れ
い
一
一
一
可
下
時
間
ぶ
訪
問
三
日
計
れ
れ
…
一
一
日
日
い
十
わ
け
さ
か
り
バ
と
も
か
い
子
供

一
い
て
・
特
に
お
し
迫
っ
た
歳
末

τ

M

伐

日
都
い
ま
か
な
い
で
土
一
で
あ
り
、
総
決
算
で
、
す
ぐ
お
金

一
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
o

一
郵
便
局
、
銀
行
な
ど
金
融
機
関
一
な
い
で
、
出
来
b
ご
け
留
守
番

一
さ
ん

へ
の
関
心
が
薄
れ
勝
ち
に

一時
に
は
・
自
警
団
を

つ
く
る
等
一

ω椎
名

遁

震
に
腐
植
を
給
す
る
方
法
は
一
を
れ
ん
そ
う
す
る
ぐ
ら
い
お
金

一
お
互
に
注
意
し
て
被
害
に
か
よ
も
比
較
的
狙
わ
れ
や
す
い
で
す
一
を
お
く
よ
う
に
し
灯
下
さ
い
o

一九日一

U
H
M
M
r
h訪
れ

一
目
ロ
目
印
一
一
一
時
吋
一
天
保
十
三
年
ハ
一
八
四
一
一
)

一
の
出
入
れ
の
は
げ
し
い
と
き

一
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
一
カ
ら
、
現
金
の
取
扱
い
は
特
に
一
叉
買
物
そ
の
他
商
用
等
の
た

一

t
じ

一

一

秋
に
麦
を
ま
い
て
花
月
一

一

一

-
F
・

レ

一

一
才
良
の
遺
へ
入
り
易
い
で
す

一
な
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
加
賀
藩
主
は
.
特
に
こ
の
十
一

F

一
で
す
そ
の
た
め
例
年
こ
の
お
金

一

@
年
の
瀬
が
お
し
せ
ま
っ
て
一
厳
重
に
し
て
手
鵠
ベ
ノ
の
設
一
め
、
多
額
の
お
金
を
持
ち
歩
く

一
ミ

リ
一

』
一

一

〆

に
レ
ン
ゲ
同
様
に
す
き

一

一

一

一

一
カ
ら

L
E
喝
系
b
y

ヰ
H
大
P
一

a
R警
高
著
一
貫
野
用
水
を
巡
覧
せ
ら
れ
、
其

当
新
し
い
並

木

ν
こ
む
事
で
す
o

硫
安
二
一
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
く
の
犯
罪

一
く
る
と
温
い
つ
め
ら
れ
た
よ
う
一

置
や
、
宿
直
警
備
員
の

そ

一

機

会

多

く

す

ま

す
カ
、
竺

l

i

l

i

-

-

「
1

1

1

J

l

一
の
む
を
称
え
-
布
施
山
開
官

官訂

T
誌酬
M
い
ほ
石
崎
町
刈
日
門
付
口
針
削
五
れ
路
凶
作
れ
川
山
円
四
一

u
rは
ト
れ
閥
抗
れ
引

μ

叩
明
百
日
想
主

2用
「

ス

タ

ン

プ

」

た

一

市

民

主

認

可

し
よ
う
O

〈
但
し
坪

必

ゲ

に
匹
敵
す
る
肥
効
を

一

日

間

れ

ぷ

匁

限

枠
内
れ

尋

問

れ

れ

γ刊
誌

工

り

わ

一

以

内

削

減

ぷ

立

一

汗

持

円

筒

泣

い
れ
一

御

利

用

下

さ

い

一

向

後

七

石

五

斗

宛

を

下

さ

る

こ

当
り
七

O
株
前
後

J
A
一ポ

F
腐
直
ム
ロ
源
が
得
ら
一

一

一

一

一

'

一
と
に
な
り
ま
し
た
o

J

、
v

勺

a
，
.
一
げ
て
強
力
な
歳
末
の
特
別
警
戒

一
の
漁
協
明
盗
事
件
を
は
じ
め
.
一
れ
た
り
す
る
事
件
も
起
り
易
い
一
眼
が
あ
な
た
の
手
廻
品
や
懐
中
一

1

く

自

、

一

一

が

限

界

〉

巡

れ

付

す

も

一

J
E三
を
行
い
、
犯
罪
予
防
の
万
全
を

一
県
下
で
殺
人
三
件
、
強
盗
三
件
一
の
で
、
で
き
る
光
け
老
人
や
一
物
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
な
忘
れ
一

F
市
対
?
に
い
年
中
無
休

一
と
し
て
そ
の
名
を
高
め
て
い
ま
一
「
奉
行
書
キ
物
写
」
に

四
・
穏
を
倒
き
な
か
対
紋
キ
れ
を
酢
く
ブ
誌
は
一
期
す
る
よ
う
つ
と
め
て
い
ま
す

一
が
歳
末
に
起
き
て
い
ま
す
o

一
女
、
子
供
の
使
い
を
避
け
る
な
一
て
は
な
り
ま
せ
ん
o

デ
パ

l

一
て
開
書
し
ず
々
著
名
水
族
館

一す

。

一

新

川

郡

新

田

裁

許

っ
た
事

、

早

1
守
ん
円
汗
椎
え
一
が
、
何
と
し
て
も
一
番
か
ん
じ
ご
般
家
庭
で
は
、
手
持
の
現
金
一
ど
・
大
金
を
持
ち
運
ぶ
と
き
は
了
・
商
庖
街
で
は
、
集
団
万
引
や
一

1

今

回

、

つ

ぎ

の

よ

う

一

安

田

村

道

三

殊
に
出
穂
二
十
日

す
る
司
マ
す

E
月
の
一

一

一

一

一

'

F

一
右
者
新
川
郡
宮
野
開
‘
同
郡

昔

話
割
…
諮
問
中
間
一
川
医
院
崎
白
由
直
時
官
官
直
医
院
明
恒
一
ι一
九
百
津
で
は
わ
け
一
軒
同
誌
諮
問

お

誤

認

自

信

詰

銀

側

限

一

昭

和

三

十

一

年

度

一

乙

種

二

等

航

海

士

の

一
一
川
一
一
一
(
パ
グ

3
打
開
河
川
一
附
削
減
r
目
指
ド

防法
μ
鞍
れ
れ
ど

手

大

一

竹

、

森

林

の

伐

採

量

に

つ

い

て

一

養

成

講

習

会

開

催

一

同

一

戸

川

慢

が

f
観
光
魚
津
の
宣
一
例
閑
静
な
開

-

中

生

大

一

片

貝

・

天

向

上

野

方

的

区

一

、

制

限

林

の

伐

採

量

の

限

度

一

一

h
lく
|

爪

弘

法

伝

か

た

ん

¥

是

非

一

石

五

斗

宛

、

下

被

候

様

仕

度

立

以

日

間

で

開

討

を
早
川
え
し
た
人
程
一
な
ど
竹
、
森
林
区
の
・
昭
和
三

J
刷

新

韓

八

八

石

一

乙

種

一

一

等

航

海

士

の

養

成

講

一

魚

津

漁

業

協

同

組

合

一

〈

川

裁

が

御

利

用

下

さ

る

よ

う

一

旨

等

、

改

作

奉

行

願

室

、

で
す
こ
の
紋
枯
れ
を
ハ
ツ
コ
増
収
し
て
い
刻
o

初
期
生
育

7
一
年
度
中
に
伐
っ
て
も
よ
い

一

-
土
砂
流
出
防
備
突
入
p

一
習
会
委
の
要
領
に
よ
り
開
催
て
、
受
講
料

一

あ

1

F

経

ゆ

お

願

い

し

ま

す

o

一
委
曲
、
御
用
番
年
寄
中
て

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
春
の
生

寺

輪

2吾
川

崎

れ

わ

れ

仁

川

山

一
十

九

広

葉
樹
七

七

六

グ

一

主

主

主

一

一

色

千

円

一

協

dwu
時

ス

タ

ン

プ

〉

一

躍

聖

書

課

軒

下

民

間

鮮

が

主

主

隆

一
か
ら
、
伐
採
に
当
つ
て
は
述
憾
一

(
水
源
滴
養
林
一
一

λ
一
五
石
一
し
ま
す
o

一

六

十

名

一

〈

/

使

、

一

此

段

被

申

渡

、

請
書
取
立
可

さ

で

は

死

滅

し

ま

せ

ぺ

建

立

ARUm-うお
願
い
致
し
交
す

二

土

砂

流

出
防
備
林
八
・

1
一

・

期

間

一

一

十

時

現

リ

刊

叫

す

一一
十

日

一

オ

判

以

引

制

釦

記

恥

同

制

る

一

A
J一一月

誰
で
も
出
来
会
の

T
官

ナ

よ

カ

つ
丈
と
云
う
ヰ
に
な
り
一
白
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

一
一一、一
普
通
附
の
伐
採

岩

野
一
昭
和
=
一
十
一
年
一
月
二
十
三
一
ハ
但
し
先
造
受
付
順

〉

一

一

こ

の

ほ

り

、

そ

の

中

か

ら

審

査

一

御

算

用

場

法
は
、
必
ず
堆
肥
に
積
む

事

ま

す

。

一

歪

昭
和
三
十
一
一
年
三
月
三
十
一
日

一

ω用
材
林
1
l
針
葉
樹

一

日

よ

り

四

十

二

日

間

一

一

、

申

込

場

所

一

さ

き

に

市

広

報

を

通

亡

、

魚

一

い

た

結

果

‘

「

太

郎

」

が

採

用

一

平

野

知

太

夫

殿

F
E
i
i引

I
ll-

-

副

間

関

町

一
転

し

耳

石

川

山

内

吋

後

国

家

試

一

魚

津
市

丹

市

番

)

一

一

…

…

一

説

明

石

川

町

立

入

賞

者

昔

話

事

一

一

一

一

日

御

協

力

を

:

:

:

一

担

当

の

同

生

委

員

よ

り

受

診

主

誠

一

八
、
O
五
六
石

一

て

場

所

一

一

と

こ

ろ

ん

募

者

百

五
十
主

主

入

賞

者

一

ェ

門

、

入

膳

村

紋

三

郎

、

若
栗

も

一

主

義

し

致

し

ま

す

か

L川
M
I
-
-い
|
卜
|
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
一
富
山
市
桜
町
竹
田
信
弘
一
村
豊
助
、
中
新
覚
右
衛
星
四

歳
未
に
際
し
、
生
活
困
窮
者
一
て
何
す
御
協
力
を
お
願
い
致
一

ら
、
そ
れ
を
持
っ
て
受
診
し

一

j
i
i
N
i
s
i
i
i
i
5
5
2
一

グ

森

八

新

町

近

藤

好

春

一

人

の

永

年

五

石

宛

の

も

の

よ

家
族
に
慌
い
援
護
の
手
を
さ
し

一

し

ま

に

一

て

下

さ
い
o

一

警

護

議

建

議

議

蓮

慈

騒

穆

還

一

年

末

防

災

運

動

か

実

施

一

魚
津
市
田
方
町
林
俊
文
一
り
、
二
石
五
斗
多
い
こ
と
を
見

の
べ
よ
う
と
・

2
よ
り
運
動
一

一一一
、
古
雑
誌
、
新
聞
・
そ
の
他

一

議

帳

膝

際

議

欝

議

懸

箔

路

整

一

一

一

グ
浜
経
国
細
川
芳
子
一
て
も
・
道
三
の
特
別
の
功
績
を

を
実
施
致
し
ま
す
か
ら
、
明
る
て
、
結
受
診
に

つ
い
て
一
の
不
用
物
品
寄
贈
に
つ
い
て

一

獲

猪

畑

鶴

舞

籾

題

懇

綴

畿

税

額

一

年
末
を
ひ
か
え
、
民
生
の
安
一
第
二
件
一
一
朋
一
一
一
什
首

一

兵
庫
県
津
名
町
徳
久
輝
斗
十
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り

い
地
域
社
会
の
建
設
を
め
ざ
し
一
生
活
困
窮
者
家
族
で
・
疾
病
一

一

説

認

諾

議

譲

蜜

艶

額

蜜

護

撃

撃

罫

討

議

一定
を
阻
害
す
る
不
詳
事
故
が
多
一
〈
非
常
警
戒
)

一

七
日
ま
で
の
聞
に
図
書
の
貸
一
ま
す
。

一

右

の

物

品

等

を

御

寄

贈

し

て

一

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
=
月
十
日
ま
で
一
く
発
生
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
一
備
考

一

出
し
を
受
け
た
方
は
来
年
、
一
天
保
三
年
ハ
一
八
一
一
一
一

一
)
道

頂
き
・
こ
れ
ら
を
売
っ
て
現

一
十
一
月
二
十
八
〈
〉
全
六
日
(
火
〉
一
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
未
然
に
一
二
十
九
日
、
三
十
日
、
一
一
一
士

一

一
月
五
日
よ
り
十
日
ま
で
の
一
=
一
、
四
十
コ
一才
の
時
、
父
道
山

金
に
か
え
、
地
域
内
外
の
居
干
坂
機
業
場
拡
引
勧
会
開
催
林
業
青
少
年
ク
ラ
プ
第
一
回
一
防
止
す
る
た
め
、
魚
津
消
防
本
一
日
の
三
日
間
、
午
前
七
時
三
聞
に
返
納
し
て
下
さ
い
。
一
の
実
子
が
、
温
々
成
長
し
て
き

時

間

料

控

訴

丹

市

監

厳

令

商

加

韓

首

会

開

催

一

一

一

昨

日

時

一

一

般

訴

に

守

レ

ン

及

び

一
一

一

脳

出

清

皇

位

眼

前

い

時

十

日

激
励
を
致
し
た
い
と
思
い
古

一

・
紅
飢
餓
融
制
蝕
謝
会
開
催
市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

一

1

一
一
一
、
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
臨
一
回
、
大
永
田
山
近
辺
に
別
家
し

す
の
で
、
寄
贈
方
御
協
力
公

一
全

三

十

日

(

水

)

小

坂

機

業

場

拡

張

委

員

会

開

催

一
て

警

官

1

時
の
貸
出
加
吹
川
一
般
刊
方
一
ま
し
た
。

願
い
わ
し
ま
す
十

一十

謀

議

官

議

開

催

全

下

院

院

及

び

上

中

島
地

一割
什
ニ
則
一
一
一中

十

一

一

日

間

昌

一

間

十

と

み

立

了

間

訂

以

長

崎

併

以

昨

日

円

唯

一

一
全

一

一

誠

一

一

一

一

よ

…

一

一

関

錦

催

一

第

し

泊

五

日

一

示

品

一

一

一

…

一

一

は

討

中

川

中

山

県

一

一
一
一
、
三
四

O
円
の
寄
付
が
あ
り

一全
五
日
〈
月
U

全
十
日
(
土
)

2

摘
断
幕
の
掲
揚

一
月
五
日
よ
り
平
常
道
り
開
館
一
粗
衣
粗
食
に
甘
ん
じ
て
努
力
を

ま
し
た
o

一

定
例
市
教
育
委
員
会
開
催
片
貝
地
区
広
報
員
会
開
催

3
・

消

防

車

広

よ

る

宣

伝

い

た

し

ま

す

。

一

続

け

ま

し

た

。

昭和30年 12月lp日諸行

今
年
の
豊
作
を
省
り
み
て
、

来
年
の
稲
作
に
備
え
る
途
を

き
〉
た
い
。

↑
今
年
豊
作
で
あ
っ
た
わ
け
を
考

え
ま
す
と

一
、
早
蒔
き
早
植
え
で
あ
っ
た

事
で
た
し
か
に
田
植
が
一
週

間
早
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

二
、.
多
肥
が
矯
〈
た
〉
め
ら
れ
た

普
通
な
ら
一
千
貫
と
云
う
レ

ン
ゲ
も
.
さ
ら
に
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
今
年
に
限
っ
て
早
自

に
す
き
こ
ま
れ
た
。

t2> 報(第82号)

111Jの銭3t
出生

計

29人 23人 52人

女男

翁

(会)

21人 10人 31人

遁
=
一
は
安
政
五
年
〈
一
八
五

八
)
五
月
五
日
六
十
九
才
で
‘

山
加
積
村
字
熊
林
村
で
病
残
し

ま
し
た
。

墓
碑
は
山
加
積
村
字

国
林
に
あ
っ
て
、
碑
面
に
は
、

釈
応
山
、
釈
宗
順
の
二
名
の
法

名
が
刻
ん
で
あ
り
、
応
山
は
誼

三
.
宗
順
は
そ
の
妻
の
諮
名
で

あ
り
ま
す
。

道
三
氏
略
系
図

ハ
一
代
)道
三
〈
二
代
U

孫
市

ハコ一代〉一一
一郎
ハ
四
代
〉
敬
太
郎

(
王
代
U

道
太
郎

二
男
政
弐
郎
(
伊
藤
氏
つ
ぐ
)

三
男
吉
四
郎
(
鏑
木
犀
養
子
V

長
女
や
そ
〈
酒
井
践
す
〉

二
女
(
岩
城
家
に
嬢
す
〉

註
ハ
こ
の
系
図
に
道
一一一一代、
r

あ
る
は
、
道
三
が
山
加
積
対

安
田
山
に
別
家
し
た
時
か
ら

と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ぃ

道
三
翁
の
遺
筆
は
、
東
加
諸

村
野
尻
、
岩
城
氏
が
所
撤
上

て
い
ま
す
。
そ
の
内
の
主
た

る
も
の
は
.

L
翁
の
愛
撤
品
で
あ
っ
た
荒
削

の
大
国
主
命
の
木
傑

O
A

翁
の
肖
像
画
(
岩
城
秀
一
郎

氏
の
第十写
せ
る
も
の
)

秀
一
郎
氏
は
道
三
の
孫
で
、

明
治
初
年
寺
子
屋
の
師
匠
と

な
り
、
後
小
学
校
教
師
を
な

っ
た
も
の
で
、
書
画
、
詩
立

を
好
ん
が
人
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
肖
傑
画
に
は

水
も
火
も

帰
し
て
見
れ
ば
も
と
の
月

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
道
三
の
人
生
観
の
一
面

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
様
で

す。
以
上
で
道
三
翁
の
治
績
の
概

略
を
記
し
ま
し
た
が
.
既
に
越

中
の
先
賢
第
二
輯
に
は
道
三
の

治
績
を
く
わ
し
く
記
し
て
あ

り
、
文
中
新
川
郡
教
育
史
の
申

に
も
、
そ
の
大
要
を
発
表
し
て

あ
り
ま
す
。

国
書
舘
だ
よ
り

年
末
特
別
貸
出
し
の

お
知
ら
せ

年
末
の
特
別
貸
出
し
を
次
の

よ
う
に
実
施
い
た
し
ま
す
か

ら
.
ど
し
ど
し
御
利
用
下
さ
い

て
返
納
日
の
延
期

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

31イ牛

8.989 

46.783 

世帯数

口人

死亡

婚姻


